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鄭
清
文
は
一
九
三
二
年
に
台
湾
桃
園
県
で
生
を
受
け
た
小
説
家
で

あ
る
。
台
北
商
業
職
業
学
校
と
台
湾
大
学
商
学
部
に
学
び
、
長
ら
く

華
南
銀
行
に
勤
め
た
銀
行
員
作
家
で
も
あ
る
。
一
九
五
八
年
の
文
壇
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
二
〇
一
七
年
に
逝
去
す
る
ま
で
に
、
三
百
篇
近
い
短
編
小

説
と
、
長
編
小
説
を
三
冊
、
文
芸
評
論
集
を
三
冊
、
童
話
集
を
五
冊
、

さ
ら
に
翻
訳
作
品
を
多
数
残
し
た
。
日
本
で
は
代
表
小
説
「
三
本
足
の

馬
」
の
ほ
か
、
童
話
集
が
二
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る（

１
）。

　

台
湾
で
は
鄭
は
、
李
喬
（
一
九
三
四
―
、
台
湾
苗
栗
県
出
身
の
作
家
）

と
並
ぶ
い
わ
ゆ
る
「
郷
土
作
家
」
の
代
表
と
目
さ
れ
て
い
る
。
李
喬
自

身
は
鄭
の
こ
と
を
「
悲
劇
の
過
程
」
の
描
写
に
長
け
た
作
家
で
あ
る
と

評
し
た
こ
と
が
あ
り
、
葉
石
濤
『
台
湾
文
学
史
綱
』（
一
九
八
七
）
は
こ

の
観
点
を
援
用
し
な
が
ら
鄭
文
学
の
価
値
を
「
人
間
の
内
面
を
透
視
す

る
」
点
に
見
出
し
た（

２
）。

他
方
、
陳
芳
明
『
台
湾
新
文
学
史
』（
二
〇
一
一
）

文
学
の
「
氷
山
」
を
愛
惜
し
、
慎
重
に
探
査

す
る
一
冊

八
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る
な	
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で
は
、
鄭
清
文
作
品
に
通
底
す
る
「
反
英
雄
崇
拝
」
の
思
想
が
説
か

れ（
３
）、
ま
た
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
信
奉
す
る
鄭
清
文
が
、
簡
易
な
文
体
で

深
遠
な
意
味
を
示
唆
す
る
「
氷
山
理
論
」
の
実
践
者
で
あ
る
こ
と
も
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
本
書
の
主
旨
は
、
鄭
清
文
文
学
の
読
解
を
通
し
て
、

台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一

部
・
第
二
部
の
作
家
論
で
は
、
小
説
中
の
様
々
な
表
象
を
手
掛
か
り
に

鄭
自
身
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
考
察
さ
れ
、
第
三
部
の
受
容
論

で
は
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
言
説
の
形
成
に
鄭
清
文
文
学
が
果
た

し
た
役
割
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
鄭
清
文
研
究
と
し
て
本
書
が

持
つ
独
自
性
は
、
世
界
文
学
の
地
図
に
お
け
る
、
そ
し
て
台
湾
社
会
に

お
け
る
鄭
清
文
文
学
の
位
置
づ
け
を
明
示
し
た
点
に
あ
る
と
評
者
は
考

え
る
。
本
書
は
第
一
部
・
第
二
部
を
通
し
て
、
ち
ょ
う
ど
「
西
洋
の
文

松
崎
寛
子
著

鄭
清
文
と
そ
の
時
代

郷
土
を
愛
し
た
あ
る
台
湾
作
家
の
生
涯

と
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
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学
の
影
響
が
強
い
」（
二
四
九
頁
）
と
い
う
鄭
の
発
言
を
裏
付
け
る
よ
う

に
し
て
、
鄭
の
文
学
と
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
カ
ミ
ュ
、

ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
小
説
、
さ
ら
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
、
ル

イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
ら
の
児
童
文
学
と
の
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
関
係
を
丁

寧
に
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
。
第
三
部
で
は
、
中
等
教
育
と
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
現
場
に
着
目
し
、
今
日
の
台
湾
で
鄭
清
文
が
ど
う
読
ま
れ
る

か
を
明
ら
か
に
し
て
も
い
る
。
特
に
第
三
部
か
ら
は
、
鄭
清
文
が
い
か

に
現
代
台
湾
の
「
国
民
作
家
」
的
存
在
た
る
か
と
い
う
こ
と
、
台
湾
に

お
け
る
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
言
説
と
鄭
清
文
文
学
の
密
接
な
関
係

が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
む
ろ
ん
文
学
の
研
究
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
タ
イ
ト

ル
が
示
す
通
り
、
一
人
の
男
性
台
湾
作
家
の
伝
記
と
し
て
も
、
ま
た
彼

が
生
き
た
激
動
の
時
代
を
概
観
す
る
台
湾
社
会
論
と
し
て
も
面
白
い
。

何
よ
り
も
著
者
に
よ
る
作
品
紹
介
の
文
章
が
秀
逸
で
、
そ
の
自
然
で
的

確
な
訳
文
と
要
点
を
押
さ
え
た
解
説
は
、
誰
を
し
て
も
「
鄭
清
文
の
小

説
は
面
白
い
」
と
容
易
に
思
わ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
読
者
が
台
湾
入
門

者
で
あ
れ
ば
、
本
書
を
通
し
て
台
湾
現
代
史
を
学
び
な
が
ら
、「
台
湾

人
」
と
い
う
言
葉
が
有
す
る
重
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ

る
い
は
台
湾
事
情
に
通
ず
る
者
で
あ
れ
ば
、
著
者
と
と
も
に
鄭
の
台
湾

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
求
し
な
が
ら
、
鄭
自
身
が
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
語
る
言
葉
を
自
ら
咀
嚼
す
る
こ
と
で
、
そ
も
そ
も
台
湾
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
で
あ
り
、「
郷
土
」
と
は
何
な
の
か
？
「
郷
土
を
愛

す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？
と
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
契
機

が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
展
望
を
多
く
語
る
終
章
を
含

め
、
本
書
は
全
体
で
読
者
の
様
々
な
連
想
や
着
想
を
誘
っ
て
く
れ
る
刺

激
的
な
一
冊
な
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
本
書
の
内
容
を
概
括
し
、
最
後

に
い
く
つ
か
私
見
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

　

第
一
部
・
第
二
部
は
、
あ
た
か
も
鄭
清
文
が
創
造
し
た
「
氷
山
」
の

実
態
を
慎
重
に
探
査
す
る
か
の
ご
と
く
、
鄭
清
文
作
品
が
内
包
す
る
そ

の
時
代
特
有
の
政
治
的
意
味
を
、「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い

う
観
点
か
ら
照
ら
し
出
さ
ん
と
し
た
作
家
論
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
ま

ず
、
鄭
清
文
の
出
自
の
特
色
と
、
鄭
が
一
九
六
〇
年
代
に
発
表
し
た
初

期
小
説
の
特
徴
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
鄭
文
学
の
核
心
と
な
る

「
農
村
」
と
「
旧
鎮
」
と
い
う
舞
台
背
景
、
並
び
に
「
都
市
と
農
村
、

男
と
女
、
老
人
と
青
年
、
近
現
代
と
伝
統
等
の
二
つ
の
観
念
の
対
立
」

（
二
八
頁
）
と
い
う
小
説
主
題
が
現
れ
た
こ
と
が
発
見
さ
れ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
短
編
小
説
「
我
要
再
回
来
唱
歌
」（
一
九
七
九
）
を

手
が
か
り
に
、
鄭
が
「
歌
を
歌
う
こ
と
」
に
込
め
た
政
治
的
意
味
が
探

求
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
前
年
の
作
品
「
女
司
機
」
と
の
連

続
性
や
「
我
要
再
回
来
唱
歌
」
に
登
場
す
る
台
湾
語
歌
謡
曲
《
雨
夜
花
》

が
示
唆
す
る
政
治
的
意
味
、
あ
る
い
は
当
時
の
台
湾
で
台
湾
語
歌
謡
曲

を
描
く
こ
と
自
体
の
意
味
や
こ
れ
ま
で
の
鄭
作
品
の
「
音
楽
」
形
象
全
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般
な
ど
、
幅
広
い
問
題
に
遡
求
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。

　

第
四
章
は
、
短
編
小
説
「
三
脚
馬
」（
一
九
七
九
）
と
「
蛤
仔
船
」
及

び「
髪
」（
い
ず
れ
も
一
九
八
九
）、
さ
ら
に
中
編
小
説『
大
和
撫
子
』（
二
〇

〇
五
～
〇
六
）
の
四
作
を
手
が
か
り
に
、
鄭
小
説
に
お
け
る
日
本
統
治

期
の
記
憶
の
表
象
を
分
析
し
た
章
で
あ
る
。
前
三
作
は
、
語
り
手
だ
っ

た
「
私
」
が
「
物
語
が
本
題
に
入
る
と
…
…
一
貫
し
て
聞
き
手
の
役

割
に
移
っ
て
し
ま
う
」（
六
三
頁
）
点
、
及
び
「
主
人
公
と
深
い
関
わ
り

を
持
つ
女
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ィ
グ
マ
を
持
っ
て
い
る
」（
七
〇
頁
）

点
で
共
通
し
て
お
り
、
前
者
は
「
個
人
の
記
憶
」
を
「
集
団
の
記
憶
」

と
し
て
語
り
継
ぐ
こ
と
の
困
難
さ
を
表
す
も
の
と
し
て
、
後
者
は
い
わ

ば
「
去
勢
さ
れ
た
」
台
湾
の
暗
喩
と
し
て
読
め
る
と
い
う
。
晩
年
に
著

し
た
『
大
和
撫
子
』
も
依
然
と
し
て
「
傍
観
者
」
的
叙
述
の
ま
ま
な
の

は
、「
鄭
に
と
っ
て
、
日
本
統
治
時
代
の
記
憶
を
集
団
の
記
憶
と
し
て

再
現
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
民
主
化
達
成
後
の
台
湾
に
お
い
て

も
、
困
難
で
あ
っ
た
」（
九
二
頁
）
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

　

第
五
章
で
は
、
長
編
小
説
『
旧
金
山
―
―
一
九
七
二
』（
二
〇
〇
三
）
を

手
が
か
り
に
、
鄭
の
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
原
点
」
が
探
求
さ

れ
る
。
カ
ミ
ュ
や
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
と
の
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
関
係
が

見
事
に
実
証
さ
れ
る
本
章
は
、
第
一
部
の
白
眉
と
も
言
え
る
。
同
作
の

女
性
主
人
公
は
、
留
学
先
の
米
国
で
深
刻
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機

に
直
面
し
て
い
る
。
彼
女
は
ゲ
イ
の
米
国
人
男
性
、
台
湾
の
外
省
人
女

性
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
白
人
女
性
の
誰
と
も
「
同
一
化
」
で
き
な
か
っ
た

が
、
唯
一
台
湾
の
本
省
人
男
性
と
は
「
主
体
的
に
セ
ッ
ク
ス
」
で
き
た
。

し
か
し
そ
の
上
で
や
は
り
ス
テ
ィ
グ
マ
を
持
つ
祖
母
の
死
を
き
っ
か
け

に
、
台
湾
の
故
郷
へ
戻
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の

結
末
に
「
一
九
九
〇
年
代
、
民
主
化
の
波
に
の
り
、
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
す
る
台
湾
社
会
」
の
影
を
見
て
、「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

確
立
の
た
め
に
も
、
秀
枝
は
帰
台
前
に
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

強
く
持
つ
恋
人
の
陳
有
成
と
主
体
的
に
セ
ッ
ク
ス
を
し
て
、
心
身
共
に

彼
と
同
一
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
一
一
四
頁
）
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

　

第
二
部
の
第
六
章
・
第
七
章
で
は
、
鄭
自
身
が
「
政
治
童
話
」
と
称

す
る
児
童
文
学
作
品
の
源
流
が
追
究
さ
れ
る
。
藤
井
省
三
は
こ
の
部
を

「
鄭
氏
が
自
ら
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
つ
つ
、
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
台
湾
の
子
供
を
発
見
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
」（
ⅲ
頁
）
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
初
期
の
短
編

童
話
「
燕
心
果
」（
一
九
八
二
）、「
白
沙
灘
上
的
琴
聲
」（
一
九
八
四
）
及

び「
鹿
角
神
木
」（
一
九
八
〇
）
と
長
編
童
話
『
天
灯
・
母
親
』（
一
九
九
七
）

の
四
作
を
手
が
か
り
に
、（
一
）
鄭
の
初
期
童
話
は
、
「
海
洋
文
化
圏
の

中
の
台
湾
」
を
前
景
化
し
て
漢
民
族
中
心
主
義
に
異
を
唱
え
る
、
先
駆

的
な
エ
コ
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
リ
ズ
ム
文
学
で
あ
っ
た
こ
と
、（
二
）
い

わ
ゆ
る
孤
児
意
識
や
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
異
な
る
、
新
た
な
郷
土
表
象
の



31　　文学の「氷山」を愛惜し、慎重に探査する一冊

実
践
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
童
話
集
『
採
桃
記
』

（
二
〇
〇
四
）
の
分
析
を
通
し
て
、「
台
湾
の
郷
土
を
回
復
さ
せ
る
と
い

う
使
命
を
、
台
湾
の
子
供
た
ち
、
言
い
換
え
れ
ば
台
湾
の
児
童
に
負
わ

せ
た
」（
一
六
〇
頁
）
鄭
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

第
八
章
は
、
鄭
清
文
作
品
を
中
心
に
台
湾
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る

台
湾
文
学
の
扱
わ
れ
方
を
整
理
し
な
が
ら
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

言
説
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
章
で
あ
る
。
短
編
小
説
「
我
要
再
回

来
唱
歌
」
は
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、
台
湾
で
も
比

較
的
普
及
率
の
高
い
高
校
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
一
九
九
九
年
の
台
湾
に
お
い
て
、
同
作
の
教
育
的
意
味
は
明

ら
か
に
そ
の
女
性
表
象
と
郷
土
表
象
だ
け
に
見
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

時
の
「
郷
土
」
と
い
う
言
説
に
「
台
湾
意
識
」
の
色
彩
は
な
く
、
そ
れ

は
ま
だ
背
後
に
「
中
華
民
族
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
」（
一
八
六
頁
）
と

い
う
教
育
部
の
意
向
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
二
〇
〇
五
年
に
教
育

部
の
綱
要
か
ら
「
中
華
民
族
」
に
関
わ
る
文
言
が
消
え
る
と
、
同
作
の

解
釈
に
も
「
よ
り
大
き
な
空
間
」
が
与
え
ら
れ
、「
教
師
が
…
…
自
由

に
問
題
を
提
起
し
…
…
生
徒
が
自
由
に
討
論
、発
言
す
る
」（
一
九
〇
頁
）

よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

第
九
章
は
、
二
〇
一
〇
年
の
鄭
清
文
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
台

湾
語
劇
『
清
明
時
節
』（
呉
念
真
監
督
、
緑
光
劇
団
）
に
着
目
し
、
今
日

の
台
湾
に
お
け
る
鄭
文
学
の
位
置
づ
け
を
探
っ
た
章
で
あ
る
。
原
作
の

短
編
小
説
「
苦
瓜
」（
一
九
六
七
）
と
「
清
明
時
節
」（
一
九
六
九
）
は
ど

ち
ら
も
女
性
を
視
点
人
物
と
す
る
物
語
で
、
夫
が
不
倫
し
た
挙
句
に
自

死
し
、
未
亡
人
と
な
っ
た
妻
が
、
最
後
に
は
絶
望
を
振
り
切
っ
て
堅
強

に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
評
者
が
思
う
に
、
本

章
の
論
点
は
次
の
よ
う
に
総
括
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
年
代
の
原
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作
小
説
は
政
治
的
干
渉
を
免
れ
る
た
め
に
「
不
倫
」
と
い
う
角
度
か

ら
人
間
の
内
面
を
、
特
に
女
性
の
内
面
を
描
出
せ
ん
と
し
た
試
み
だ
っ

た
。
そ
れ
が
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
、
ま
ず
こ
れ
が
台
湾
人
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
を
喚
起
す
る
「
六
〇
年
代
台
湾
」
の
、
今
日
ま
す
ま
す
現
実
味

を
増
し
た
「
不
倫
」
の
物
語
で
あ
る
点
に
観
客
動
員
の
可
能
性
が
見
出

さ
れ
、
最
終
的
に
は
明
白
な
「
緑
」（
民
進
党
友
好
）
の
政
治
性
を
帯
び

た
舞
台
劇
へ
と
改
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
。
だ
が
よ
り
強
調
す
べ
き

だ
と
評
者
が
感
じ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
と
「
男
性
不
在
の
中
で
男
の
影

に
怯
え
な
が
ら
苦
悩
す
る
女
性
の
物
語
」
が
「
苦
悩
す
る
男
性
主
人
公

を
中
心
と
す
る
物
語
に
書
き
換
え
ら
れ
た
」（
二
三
八
頁
）
こ
と
と
の
表

裏
一
体
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
が
い
み
じ
く
も
舞
台
劇
版
に
対
し

「
愛
す
る
男
性
が
自
殺
し
、
残
さ
れ
た
女
性
二
人
の
う
ち
、
ま
だ
精
神

的
に
立
ち
直
っ
て
い
な
い
年
齢
の
若
い
不
倫
相
手
の
梨
花
が
七
〇
年
代

台
湾
の
大
転
換
期
へ
の
不
安
を
象
徴
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
女

よ
り
も
年
上
の
妻
、
秀
卿
が
「
彼
は
今
自
由
よ
」
と
梨
花
を
慰
め
る
様

子
は
、
や
が
て
勝
ち
取
る
で
あ
ろ
う
民
主
化
へ
の
期
待
を
表
し
て
い
る

と
も
言
え
よ
う
」（
二
二
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
六
〇
年
代

の
女
た
ち
の
小
さ
な
個
別
の
物
語
―
―
「「
重
視
伝
宗
接
代
（
先
祖
代
々

継
承
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
）」
と
い
う
観
念
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
」

（
二
一
五
頁
）
鄭
清
文
が
提
示
し
た
「
家
父
長
制
を
葬
り
去
り
、
自
ら

新
し
い
生
活
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
女
性
」（
二
一
六
頁
）
た
ち
の

物
語
―
―
が
、
い
つ
の
ま
に
か
男
た
ち
の
大
き
な
政
治
物
語
へ
と
変
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
こ
そ
今
日
の
鄭
清
文
受
容
の
重
要
な
特

色
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評
者
は
拝
察
す
る
。

　

本
書
の
作
家
論
を
読
む
と
、
鄭
は
一
貫
し
て
「
個
人
の
記
憶
」
と
「
集

団
の
記
憶
」
と
の
差
異
を
見
据
え
、
そ
の
隙
間
の
物
語
を
描
き
続
け
な

が
ら
、
他
方
で
ま
た
祈
る
よ
う
に
し
て
台
湾
の
児
童
に
郷
土
再
生
の
希

望
を
託
し
た
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
揺

ら
ぎ
こ
そ
が
本
書
の
い
う
「
鄭
清
文
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛

藤
」
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
畢
竟
、
鄭
文
学
に
お
け
る

台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
や
鄭
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

そ
れ
自
体
は
、
ど
の
よ
う
な
特
異
性
を
持
つ
の
か
？
と
い
う
疑
問
も
残

る
。
そ
の
こ
と
を
、
あ
る
い
は
大
き
な
歴
史
的
・
社
会
的
言
説
と
の
距

離
を
測
り
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
言
葉
で
示
し
て
い
た
だ
け
た
ら
な

お
有
り
難
か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
評
者
は
、
先
の
段
落
の

指
摘
と
も
関
連
す
る
が
、
や
は
り
鄭
清
文
の
女
性
表
象
に
対
す
る
深
い

考
察
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
鄭
の
女
性
表
象
を
め
ぐ
っ
て
は
梅
家

玲
「
時
間
・
女
性
・
叙
述
―
―
小
説
鄭
清
文
」（
一
九
九
八（
４
））
な
ど
の
先
行

研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
い
わ
ば
、
鄭
の
「
女
性
小
説
」

を
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤
」
と
い
う
別
の
視
点
か
ら
論
じ

直
さ
ん
と
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
だ
が
著
者
の
企
図
と
は
別
に
、
本

書
は
全
体
を
通
し
て
、
鄭
の
「
女
性
小
説
」
の
特
性
を
示
唆
す
る
議
論
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に
満
ち
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
三
章
を
読
む
と
、
鄭
は
一
方
で
「
言
語
」

を
超
越
し
た
芸
術
と
し
て
「
音
楽
」
を
崇
め
つ
つ
、
他
方
で
〈
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル
を
持
た
な
い
女
の
歌
〉
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
自
身
の
「
言
語
」

＝
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
省
察
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
し
た
く

な
る
。
畢
竟
、
台
湾
社
会
に
お
け
る
《
雨
夜
花
》
の
解
釈
が
「
あ
る
女

性
の
悲
劇
と
い
う
物
語
か
ら
、
台
湾
の
歴
史
意
識
へ
と
展
開
し
て
い
っ

た
」（
四
二
頁
）
と
い
う
事
実
は
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と

〈
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
持
た
な
い
女
の
歌
〉
の
形
象
と
の
関
係
性
を
示

唆
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。
ま
た
第
五
章
を
読
み
、
女
性
主
人

公
が
本
省
人
男
性
と
「
主
体
的
に
セ
ッ
ク
ス
」
で
き
た
の
は
「
台
湾
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
た
め
に
…
同
一
化
す
る
」
た
め
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
彼
を
い
っ
た
ん
「
征
服
」
し
、
そ
の
上
で
そ
れ
よ
り
も
は
る
か

に
周
縁
化
さ
れ
た
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
持
つ
祖
母
に
「
同
一
化
す
る
」
た
め

で
は
な
か
っ
た
か
、
だ
と
す
れ
ば
〈
ス
テ
ィ
グ
マ
を
有
す
る
女
性
へ
の

同
一
化
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、
鄭
の
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
特
異

性
を
考
察
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
愚
考
し
た
り
し
た
。

　

鄭
清
文
の
創
作
の
背
後
に
は
い
つ
も
「
台
湾
へ
の
愛
」
が
あ
っ
た
と
次

女
の
鄭
谷
苑
は
述
懐
し
て
い
る
が（

５
）、
そ
れ
に
倣
っ
て
言
え
ば
、
本
書
に
は

鄭
清
文
と
い
う
作
家
と
そ
の
文
学
を
慈
し
み
、
そ
の
「
氷
山
」
に
隠
さ
れ

た
声
を
代
弁
せ
ん
と
す
る
著
者
の
愛
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
だ
ろ

う
か
、
本
書
に
は
時
に
論
理
が
曖
昧
な
ま
ま
作
者
の
意
図
が
断
定
さ
れ

た
り
、
結
論
が
不
明
瞭
に
思
わ
れ
た
り
す
る
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
他

方
で
こ
れ
が
二
人
の
乳
幼
児
を
「
授
乳
し
な
が
ら
、
そ
し
て
寝
か
し
つ

け
な
が
ら
」（
二
七
〇
頁
）
紡
ぎ
出
さ
れ
た
、
著
者
の
執
念
と
情
熱
の
結
晶

で
あ
る
と
知
れ
ば
、
感
嘆
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
こ
う
し
た
風
格
が
本

書
の
意
義
を
い
っ
そ
う
高
め
る
も
の
だ
と
評
者
は
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）	

中
村
ふ
じ
ゑ
訳
「
三
本
足
の
馬
」
鄭
清
文
・
李
喬
・
陳
映
真
／
松
永
正

義
ほ
か
訳
『
三
本
足
の
馬
―
―
台
湾
現
代
小
説
選
Ⅲ
―
―
』（
研
文
出
版
、

一
九
八
五
年
）
所
収
。
岡
崎
郁
子
編
訳
『
阿
里
山
の
神
木
：
台
湾
の
創

作
童
話
』
研
文
出
版
、
一
九
九
三
年
。
西
田
勝
訳
『
丘
蟻
一
族
』
法
政

大
学
出
版
局
、
二
〇
一
三
年
。

（
２
）	

葉
石
濤
『
台
灣
文
學
史
綱
』
高
雄
：
春
暉
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（
再

版
）、
一
三
一
頁
。

（
３
）	

陳
芳
明
『
台
灣
新
文
學
史
（
下
）』
新
北
：
聯
經
、
二
〇
一
一
年
、
五
五
九

頁
。
同
書
の
邦
訳
版
は
、
下
村
作
次
郎
・
野
間
信
幸
・
三
木
直
大
・

垂
水
千
恵
・
池
上
貞
子
訳
『
台
湾
新
文
学
史　

上
・
下
』
東
方
書
店
、

二
〇
一
五
年
。

（
４
）	
鄭
清
文
『
鄭
清
文
短
編
小
説
精
選
集
四　

最
後
的
紳
士
』
台
北
：
麥
田
出

版
、
一
九
九
八
年
、
三
～
一
五
頁
所
収
。

（
５
）	

鄭
谷
苑
「
這
個
人
，
這
一
生
」『
文
學
台
灣
』
第
一
〇
六
期
、
二
〇
一
八

年
四
月
、
四
七
～
五
四
頁
。（

や
ぎ
・
は
る
な　

一
橋
大
学
研
究
員
）


